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標準旅行業約款改正対照表・変更部分抜粋

改正後の募集型企画旅行契約約款 現行の募集型企画旅行契約約款

募集型企画旅行契約の部 募集型企画旅行契約の部

（契約締結の拒否） （契約締結の拒否）

第七条 当社は、次に掲げる場合において、募 第七条 当社は、次に掲げる場合において、募

集型企画旅行契約の締結に応じないことがあ 集型企画旅行契約の締結に応じないことがあ

ります。 ります。

一 当社があらかじめ明示した性別、年齢、 一 当社があらかじめ明示した性別、年齢、

資格、技能その他の参加旅行者の条件を満 資格、技能その他の参加旅行者の条件を満

たしていないとき。 たしていないとき。

二 応募旅行者数が募集予定数に達したと 二 応募旅行者数が募集予定数に達したと

き。 き。

三 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又 三 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又

は団体行動の円滑な実施を妨げるおそれが は団体行動の円滑な実施を妨げるおそれが

あるとき。 あるとき。

四 通信契約を締結しようとする場合であっ 四 当社の業務上の都合があるとき。

て、旅行者の有するクレジットカードが無 五 通信契約を締結しようとする場合であっ

効である等、旅行者が旅行代金等に係る債 て、旅行者の有するクレジットカードが無

務の一部又は全部を提携会社のカード会員 効である等、旅行者が旅行代金等に係る債

規約に従って決済できないとき。 務の一部又は全部を提携会社のカード会員

五 旅行者が、暴力団員、暴力団準構成員、 規約に従って決済できないとき。

暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋

等その他の反社会的勢力であると認められ

るとき。

六 旅行者が、当社に対して暴力的な要求行

為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的

な言動若しくは暴力を用いる行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

七 旅行者が、風説を流布し、偽計を用い若

しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若

しくは当社の業務を妨害する行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

八 その他当社の業務上の都合があるとき。

（当社の解除権等－旅行開始前の解除） （当社の解除権等－旅行開始前の解除）

第十七条 当社は、次に掲げる場合において、 第十七条 当社は、次に掲げる場合において、

旅行者に理由を説明して、旅行開始前に募集 旅行者に理由を説明して、旅行開始前に募集

型企画旅行契約を解除することがあります。 型企画旅行契約を解除することがあります。

一 旅行者が当社があらかじめ明示した性 一 旅行者が当社があらかじめ明示した性

別、年齢、資格、技能その他の参加旅行者 別、年齢、資格、技能その他の参加旅行者

の条件を満たしていないことが判明したと の条件を満たしていないことが判明したと

き。 き。

二 旅行者が病気、必要な介助者の不在その 二 旅行者が病気、必要な介助者の不在その

他の事由により、当該旅行に耐えられない 他の事由により、当該旅行に耐えられない

と認められるとき。 と認められるとき。

三 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又 三 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又

は団体旅行の円滑な実施を妨げるおそれが は団体旅行の円滑な実施を妨げるおそれが

あると認められるとき。 あると認められるとき。

四 旅行者が、契約内容に関し合理的な範囲 四 旅行者が、契約内容に関し合理的な範囲

を超える負担を求めたとき。 を超える負担を求めたとき。

五 旅行者の数が契約書面に記載した最少催 五 旅行者の数が契約書面に記載した最少催

行人員に達しなかったとき。 行人員に達しなかったとき。

六 スキーを目的とする旅行における必要な 六 スキーを目的とする旅行における必要な
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降雪量等の旅行実施条件であって契約の締 降雪量等の旅行実施条件であって契約の締

結の際に明示したものが成就しないおそれ 結の際に明示したものが成就しないおそれ

が極めて大きいとき。 が極めて大きいとき。

七 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関 七 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関

等の旅行サービス提供の中止、官公署の命 等の旅行サービス提供の中止、官公署の命

令その他の当社の関与し得ない事由が生じ 令その他の当社の関与し得ない事由が生じ

た場合において、契約書面に記載した旅行 た場合において、契約書面に記載した旅行

日程に従った旅行の安全かつ円滑な実施が 日程に従った旅行の安全かつ円滑な実施が

不可能となり、又は不可能となるおそれが 不可能となり、又は不可能となるおそれが

極めて大きいとき。 極めて大きいとき。

八 通信契約を締結した場合であって、旅行 八 通信契約を締結した場合であって、旅行

者の有するクレジットカードが無効になる 者の有するクレジットカードが無効になる

等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部 等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部

又は全部を提携会社のカード会員規約に従 又は全部を提携会社のカード会員規約に従

って決済できなくなったとき。 って決済できなくなったとき。

九 旅行者が第七条第五号から第七号までの

いずれかに該当することが判明したとき。

２ 旅行者が第十二条第一項の契約書面に記載 ２ 旅行者が第十二条第一項の契約書面に記載

する期日までに旅行代金を支払わないとき する期日までに旅行代金を支払わないとき

は、当該期日の翌日において旅行者が募集型 は、当該期日の翌日において旅行者が募集型

企画旅行契約を解除したものとします。この 企画旅行契約を解除したものとします。この

場合において、旅行者は、当社に対し、前条 場合において、旅行者は、当社に対し、前条

第一項に定める取消料に相当する額の違約料 第一項に定める取消料に相当する額の違約料

を支払わなければなりません。 を支払わなければなりません。

３ 当社は、第一項第五号に掲げる事由により ３ 当社は、第一項第五号に掲げる事由により

募集型企画旅行契約を解除しようとするとき 募集型企画旅行契約を解除しようとするとき

は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼ は、旅行開始日の前日から起算してさかのぼ

って、国内旅行にあっては十三日目（日帰り って、国内旅行にあっては十三日目（日帰り

旅行については、三日目）に当たる日より前 旅行については、三日目）に当たる日より前

に、海外旅行にあっては二十三日目（別表第 に、海外旅行にあっては二十三日目（別表第

一に規定するピーク時に旅行を開始するもの 一に規定するピーク時に旅行を開始するもの

については三十三日目）に当たる日より前 については三十三日目）に当たる日より前

に、旅行を中止する旨を旅行者に通知しま に、旅行を中止する旨を旅行者に通知しま

す。 す。

（当社の解除権－旅行開始後の解除） （当社の解除権－旅行開始後の解除）

第十八条 当社は、次に掲げる場合において、 第十八条 当社は、次に掲げる場合において、

旅行開始後であっても、旅行者に理由を説明 旅行開始後であっても、旅行者に理由を説明

して、募集型企画旅行契約の一部を解除する して、募集型企画旅行契約の一部を解除する

ことがあります。 ことがあります。

一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その 一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その

他の事由により旅行の継続に耐えられない 他の事由により旅行の継続に耐えられない

とき。 とき。

二 旅行者が旅行を安全かつ円滑に実施する 二 旅行者が旅行を安全かつ円滑に実施する

ための添乗員その他の者による当社の指示 ための添乗員その他の者による当社の指示

への違背、これらの者又は同行する他の旅 への違背、これらの者又は同行する他の旅

行者に対する暴行又は脅迫等により団体行 行者に対する暴行又は脅迫等により団体行

動の規律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑 動の規律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑

な実施を妨げるとき。 な実施を妨げるとき。

三 旅行者が第七条第五号から第七号までの

いずれかに該当することが判明したとき。

四 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関 三 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関

等の旅行サービス提供の中止、官公署の命 等の旅行サービス提供の中止、官公署の命

令その他の当社の関与し得ない事由が生じ 令その他の当社の関与し得ない事由が生じ

た場合であって、旅行の継続が不可能とな た場合であって、旅行の継続が不可能とな

ったとき。 ったとき。

２ 当社が前項の規定に基づいて募集型企画旅 ２ 当社が前項の規定に基づいて募集型企画旅
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行契約を解除したときは、当社と旅行者との 行契約を解除したときは、当社と旅行者との

間の契約関係は、将来に向かってのみ消滅し 間の契約関係は、将来に向かってのみ消滅し

ます。この場合において、旅行者が既に提供 ます。この場合において、旅行者が既に提供

を受けた旅行サービスに関する当社の債務に を受けた旅行サービスに関する当社の債務に

ついては、有効な弁済がなされたものとしま ついては、有効な弁済がなされたものとしま

す。 す。

３ 前項の場合において、当社は、旅行代金の ３ 前項の場合において、当社は、旅行代金の

うち旅行者がいまだその提供を受けていない うち旅行者がいまだその提供を受けていない

旅行サービスに係る部分に係る金額から、当 旅行サービスに係る部分に係る金額から、当

該旅行サービスに対して取消料、違約料その 該旅行サービスに対して取消料、違約料その

他の既に支払い、又はこれから支払わなけれ 他の既に支払い、又はこれから支払わなけれ

ばならない費用に係る金額を差し引いたもの ばならない費用に係る金額を差し引いたもの

を旅行者に払い戻します。 を旅行者に払い戻します。

（契約解除後の帰路手配） （契約解除後の帰路手配）

第二十条 当社は、第十八条第一項第一号又は 第二十条 当社は、第十八条第一項第一号又は

第 号の規定によって旅行開始後に募集型企 第 号の規定によって旅行開始後に募集型企四 三

画旅行契約を解除したときは、旅行者の求め 画旅行契約を解除したときは、旅行者の求め

に応じて、旅行者が当該旅行の出発地に戻る に応じて、旅行者が当該旅行の出発地に戻る

ために必要な旅行サービスの手配を引き受け ために必要な旅行サービスの手配を引き受け

ます。 ます。

２ 前項の場合において、出発地に戻るための ２ 前項の場合において、出発地に戻るための

旅行に要する一切の費用は、旅行者の負担と 旅行に要する一切の費用は、旅行者の負担と

します。 します。

別表 別表

別表第一 取消料（第十六条第一項関係） 別表第一 取消料（第十六条第一項関係）

一 国内旅行に係る取消料 一 国内旅行に係る取消料

区 分 取 消 料 区 分 取 消 料

（一）次項以外の募集型企画旅行契約 （一）次項以外の募集型企画旅行契約

イ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の イ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって２０日 ２０％以内 算してさかのぼって２０日 ２０％以内

目（日帰り旅行にあっては 目（日帰り旅行にあっては

１０日目）に当たる日以降 １０日目）に当たる日以降

に解除する場合（ロからホ に解除する場合（ロからホ

までに掲げる場合 を除 までに掲げる場合を除

く。） く。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって７日目 ３０％以内 算してさかのぼって７日目 ３０％以内

に当たる日以降に解除する に当たる日以降に解除する

場合（ハからホまでに掲げ 場合（ハからホまでに掲げ

る場合を除く。） る場合を除く。）

ハ 旅行開始日の前日に解除 旅行代金の ハ 旅行開始日の前日に解除 旅行代金の

する場合 ４０％以内 する場合 ４０％以内

ニ 旅行開始当日に解除する 旅行代金の ニ 旅行開始当日に解除する 旅行代金の

場合（ホに掲げる場合を除 ５０％以内 場合（ホに掲げる場合を除 ５０％以内

く。） く。）

ホ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の ホ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の

連絡不参加の場合 １００％以 連絡不参加の場合 １００％以
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内 内

（二）貸切船舶を利用する募 当該船舶に （二）貸切船舶を利用する募 当該船舶に

集型企画旅行契約 係る取消料 集型企画旅行契約 係る取消料

の規定によ の規定によ

ります。 ります。

備考（一）取消料の金額は、契約書面に明 備考 取消料の金額は、契約書面に明示し

示します。 ます。

（二）本表の適用に当たって「旅行開

始後」とは、別紙特別補償規程第

二条第三項に規定する「サービス

の提供を受けることを開始した

時」以降をいいます。

二 海外旅行に係る取消料 二 海外旅行に係る取消料

区 分 取 消 料 区 分 取 消 料

（一）本邦出国時又は帰国時に航空機を利 （一）本邦出国時又は帰国時に航空機を利

用する募集型企画旅行契約（次項に掲 用する募集型企画旅行契約（次項に掲

げる旅行契約を除く。） げる旅行契約を除く。）

イ 旅行開始日がピーク時の 旅行代金の イ 旅行開始日がピーク時の 旅行代金の

旅行である場合であって、 １０％以内 旅行である場合であって、 １０％以内

旅行開始日の前日から起算 旅行開始日の前日から起算

してさかのぼって４０日目 してさかのぼって４０日目

に当たる日以降に解除する に当たる日以降に解除する

とき（ロからニまでに掲げ とき（ロからニまでに掲げ

る場合を除く。） る場合を除く。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって３０日目 ２０％以内 算してさかのぼって３０日目 ２０％以内

に当たる日以降に解除する場 に当たる日以降に解除する場

合（ハ及びニに掲げる場合を 合（ハ及びニに掲げる場合を

除く。） 除く。）

ハ 旅行開始日の前々日以降 旅行代金の ハ 旅行開始日の前々日以降 旅行代金の

に解除する場合（ニに掲げ ５０％以内 に解除する場合（ニに掲げ ５０％以内

る場合を除く。） る場合を除く。）

ニ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の ニ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の

連絡不参加の場合 １００％以 連絡不参加の場合 １００％以

内 内

（二）貸切航空機を利用する募集型企画旅 （二）貸切航空機を利用する募集型企画旅

行契約 行契約

イ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の イ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって９０日 ２０％以内 算してさかのぼって９０日 ２０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ロからニまでに掲　　　　　　　　　　る場合（ロからニまでに掲

げる場合を除く。） げる場合を除く。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の
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算してさかのぼって３０日 ５０％以内 算してさかのぼって３０日 ５０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ハ及びニに掲げる　　　　　　　　　　る場合（ハ及びニに掲げる

場合を除く。） 場合を除く。）

ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって２０日 ８０％以内 算してさかのぼって２０日 ８０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ニに掲げる場合を　　　　　　　　　　る場合（ニに掲げる場合を

除く。） 除く。）

ニ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ニ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって３日目 １００％以 算してさかのぼって３日目 １００％以

に当たる日以降の解除又は 内 に当たる日以降の解除又は 内

無連絡不参加の場合 無連絡不参加の場合

（三）本邦出国時及び帰国時 当該船舶に （三）本邦出国時及び帰国時 当該船舶に

に船舶を利用する募集型 係る取消料 に船舶を利用する募集型 係る取消料

企画旅行契約 の規定によ 企画旅行契約 の規定によ

ります。 ります。

注 「ピーク時」とは、１２月２０日から 注 「ピーク時」とは、１２月２０日から

１月７日まで、４月２７日から５月６日 １月７日まで、４月２７日から５月６日

まで及び７月２０日から８月３１日まで まで及び７月２０日から８月３１日まで

をいいます。 をいいます。

備考（一）取消料の金額は、契約書面に明 備考 取消料の金額は、契約書面に明示し

示します。 ます。

（二）本表の適用に当たって「旅行開

始後」とは、別紙特別補償規程第

二条第三項に規定する「サービス

の提供を受けることを開始した

時」以降をいいます。
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改正後の受注型企画旅行契約約款 現行の受注型企画旅行契約約款

受注型企画旅行契約の部 受注型企画旅行契約の部

（契約締結の拒否） （契約締結の拒否）

第七条 当社は、次に掲げる場合において、受 第七条 当社は、次に掲げる場合において、受

注型企画旅行契約の締結に応じないことがあ 注型企画旅行契約の締結に応じないことがあ

ります。 ります。

一 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又 一 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又

は団体行動の円滑な実施を妨げるおそれが は団体行動の円滑な実施を妨げるおそれが

あるとき。 あるとき。

二 通信契約を締結しようとする場合であっ 二 当社の業務上の都合があるとき。

て、旅行者の有するクレジットカードが無 三 通信契約を締結しようとする場合であっ

効である等、旅行者が旅行代金等に係る債 て、旅行者の有するクレジットカードが無

務の一部又は全部を提携会社のカード会員 効である等、旅行者が旅行代金等に係る債

規約に従って決済できないとき。 務の一部又は全部を提携会社のカード会員

規約に従って決済できないとき。

三 旅行者が、暴力団員、暴力団準構成員、

暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋

等その他の反社会的勢力であると認められ

るとき。

四 旅行者が、当社に対して暴力的な要求行

為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的

な言動若しくは暴力を用いる行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

五 旅行者が、風説を流布し、偽計を用い若

しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若

しくは当社の業務を妨害する行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

六 その他当社の業務上の都合があるとき。

（当社の解除権等－旅行開始前の解除） （当社の解除権等－旅行開始前の解除）

第十七条 当社は、次に掲げる場合において、 第十七条 当社は、次に掲げる場合において、

旅行者に理由を説明して、旅行開始前に受注 旅行者に理由を説明して、旅行開始前に受注

型企画旅行契約を解除することがあります。 型企画旅行契約を解除することがあります。

一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その 一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その

他の事由により、当該旅行に耐えられない 他の事由により、当該旅行に耐えられない

と認められるとき。 と認められるとき。

二 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又 二 旅行者が他の旅行者に迷惑を及ぼし、又

は団体旅行の円滑な実施を妨げるおそれが は団体旅行の円滑な実施を妨げるおそれが

あると認められるとき。 あると認められるとき。

三 旅行者が、契約内容に関し合理的な範囲 三 旅行者が、契約内容に関し合理的な範囲

を超える負担を求めたとき。 を超える負担を求めたとき。

四 スキーを目的とする旅行における必要な 四 スキーを目的とする旅行における必要な

降雪量等の旅行実施条件であって契約の締 降雪量等の旅行実施条件であって契約の締

結の際に明示したものが成就しないおそれ 結の際に明示したものが成就しないおそれ

が極めて大きいとき。 が極めて大きいとき。

五 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関 五 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関

等の旅行サービス提供の中止、官公署の命 等の旅行サービス提供の中止、官公署の命

令その他の当社の関与し得ない事由が生じ 令その他の当社の関与し得ない事由が生じ

た場合において、契約書面に記載した旅行 た場合において、契約書面に記載した旅行

日程に従った旅行の安全かつ円滑な実施が 日程に従った旅行の安全かつ円滑な実施が

不可能となり、又は不可能となるおそれが 不可能となり、又は不可能となるおそれが

極めて大きいとき。 極めて大きいとき。

六 通信契約を締結した場合であって、旅行 六 通信契約を締結した場合であって、旅行
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者の有するクレジットカードが無効になる 者の有するクレジットカードが無効になる

等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部 等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部

又は全部を提携会社のカード会員規約に従 又は全部を提携会社のカード会員規約に従

って決済できなくなったとき。 って決済できなくなったとき。

七 旅行者が第七条第三号から第五号までの

いずれかに該当することが判明したとき。

２ 旅行者が第十二条第一項の契約書面に記載 ２ 旅行者が第十二条第一項の契約書面に記載

する期日までに旅行代金を支払わないとき する期日までに旅行代金を支払わないとき

は、当該期日の翌日において旅行者が受注型 は、当該期日の翌日において旅行者が受注型

企画旅行契約を解除したものとします。この 企画旅行契約を解除したものとします。この

場合において、旅行者は、当社に対し、前条 場合において、旅行者は、当社に対し、前条

第一項に定める取消料に相当する額の違約料 第一項に定める取消料に相当する額の違約料

を支払わなければなりません。 を支払わなければなりません。

（当社の解除権－旅行開始後の解除） （当社の解除権－旅行開始後の解除）

第十八条 当社は、次に掲げる場合において、 第十八条 当社は、次に掲げる場合において、

旅行開始後であっても、旅行者に理由を説明 旅行開始後であっても、旅行者に理由を説明

して、受注型企画旅行契約の一部を解除する して、受注型企画旅行契約の一部を解除する

ことがあります。 ことがあります。

一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その 一 旅行者が病気、必要な介助者の不在その

他の事由により旅行の継続に耐えられない 他の事由により旅行の継続に耐えられない

とき。 とき。

二 旅行者が旅行を安全かつ円滑に実施する 二 旅行者が旅行を安全かつ円滑に実施する

ための添乗員その他の者による当社の指示 ための添乗員その他の者による当社の指示

への違背、これらの者又は同行する他の旅 への違背、これらの者又は同行する他の旅

行者に対する暴行又は脅迫等により団体行 行者に対する暴行又は脅迫等により団体行

動の規律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑 動の規律を乱し、当該旅行の安全かつ円滑

な実施を妨げるとき。 な実施を妨げるとき。

三 旅行者が第七条第三号から第五号までの

いずれかに該当することが判明したとき。

四 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関 三 天災地変、戦乱、暴動、運送・宿泊機関

等の旅行サービス提供の中止、官公署の命 等の旅行サービス提供の中止、官公署の命

令その他の当社の関与し得ない事由が生じ 令その他の当社の関与し得ない事由が生じ

た場合であって、旅行の継続が不可能とな た場合であって、旅行の継続が不可能とな

ったとき。 ったとき。

２ 当社が前項の規定に基づいて受注型企画旅 ２ 当社が前項の規定に基づいて受注型企画旅

行契約を解除したときは、当社と旅行者との 行契約を解除したときは、当社と旅行者との

間の契約関係は、将来に向かってのみ消滅し 間の契約関係は、将来に向かってのみ消滅し

ます。この場合において、旅行者が既に提供 ます。この場合において、旅行者が既に提供

を受けた旅行サービスに関する当社の債務に を受けた旅行サービスに関する当社の債務に

ついては、有効な弁済がなされたものとしま ついては、有効な弁済がなされたものとしま

す。 す。

３ 前項の場合において、当社は、旅行代金の ３ 前項の場合において、当社は、旅行代金の

うち旅行者がいまだその提供を受けていない うち旅行者がいまだその提供を受けていない

旅行サービスに係る部分に係る金額から、当 旅行サービスに係る部分に係る金額から、当

該旅行サービスに対して取消料、違約料その 該旅行サービスに対して取消料、違約料その

他の既に支払い、又はこれから支払わなけれ 他の既に支払い、又はこれから支払わなけれ

ばならない費用に係る金額を差し引いたもの ばならない費用に係る金額を差し引いたもの

を旅行者に払い戻します。 を旅行者に払い戻します。

（契約解除後の帰路手配） （契約解除後の帰路手配）

第二十条 当社は、第十八条第一項第一号又は 第二十条 当社は、第十八条第一項第一号又は

第四号の規定によって旅行開始後に受注型企 第三号の規定によって旅行開始後に受注型企

画旅行契約を解除したときは、旅行者の求め 画旅行契約を解除したときは、旅行者の求め

に応じて、旅行者が当該旅行の出発地に戻る に応じて、旅行者が当該旅行の出発地に戻る

ために必要な旅行サービスの手配を引き受け ために必要な旅行サービスの手配を引き受け

ます。 ます。
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２ 前項の場合において、出発地に戻るため ２ 前項の場合において、出発地に戻るため

の旅行に要する一切の費用は、旅行者の負担 の旅行に要する一切の費用は、旅行者の負担

とします。 とします。

別表 別表

別表第一 取消料（第十六条第一項関係） 別表第一 取消料（第十六条第一項関係）

一 国内旅行に係る取消料 一 国内旅行に係る取消料

区 分 取 消 料 区 分 取 消 料

（一）次項以外の受注型企画旅行契約 （一）次項以外の受注型企画旅行契約

イ ロからヘまでに掲げる場 企画料金に イ ロからヘまでに掲げる場 企画料金に

合以外の場合（当社が契約 相当する金 合以外の場合（当社が契約 相当する金

書面において企画料金の金 額 書面において企画料金の金 額

額を明示した場合に限 額を明示した場合に限

る。） る。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって２０日 ２０％以内 算してさかのぼって２０日 ２０％以内

目（日帰り旅行にあっては 目（日帰り旅行にあっては

１０日目）に当たる日以降 １０日目）に当たる日以降

に解除する場合（ハからヘ に解除する場合（ハからヘ

までに掲げる場合を除 までに掲げる場合を除

く。） く。）

ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって７日目 ３０％以内 算してさかのぼって７日目 ３０％以内

に当たる日以降に解除する に当たる日以降に解除する

場合（ニからヘまでに掲げ 場合（ニからヘまでに掲げ

る場合を除く。） る場合を除く。）

ニ 旅行開始日の前日に解除 旅行代金の ニ 旅行開始日の前日に解除 旅行代金の

する場合 ４０％以内 する場合 ４０％以内

ホ 旅行開始当日に解除する 旅行代金の ホ 旅行開始当日に解除する 旅行代金の

場合（ヘに掲げる場合を除 ５０％以内 場合（ヘに掲げる場合を除 ５０％以内

く。） く。）

ヘ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の ヘ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の

連絡不参加の場合 １００％以 連絡不参加の場合 １００％以

内 内

（二）貸切船舶を利用する受 当該船舶に （二）貸切船舶を利用する受 当該船舶に

注型企画旅行契約 係る取消料 注型企画旅行契約 係る取消料

の規定によ の規定によ

ります。 ります。

備考（一）取消料の金額は、契約書面に明 備考 取消料の金額は、契約書面に明示し

示します。 ます。

（二）本表の適用に当たって「旅行開

始後」とは、別紙特別補償規程第

二条第三項に規定する「サービス

の提供を受けることを開始した

時」以降をいいます。
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二 海外旅行に係る取消料 二 海外旅行に係る取消料

区 分 取 消 料 区 分 取 消 料

（一）本邦出国時又は帰国時に航空機を利 （一）本邦出国時又は帰国時に航空機を利

用する受注型企画旅行契約（次項に掲 用する受注型企画旅行契約（次項に掲

げる旅行契約を除く。） げる旅行契約を除く。）

イ ロからニまでに掲げる場 企画料金に イ ロからニまでに掲げる場 企画料金に

合以外の場合（当社が契約 相当する金 合以外の場合（当社が契約 相当する金

書面において企画料金の金 額 書面において企画料金の金 額

額を明示した場合に限 額を明示した場合に限

る。） る。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって３０日 ２０％以内 算してさかのぼって３０日 ２０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ハ及びニに掲げる る場合（ハ及びニに掲げる

場合を除く。） 場合を除く。）

ハ 旅行開始日の前々日以降 旅行代金の ハ 旅行開始日の前々日以降 旅行代金の

に解除する場合（ニに掲げ ５０％以内 に解除する場合（ニに掲げ ５０％以内

る場合を除く。） る場合を除く。）

ニ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の ニ 旅行開始後の解除又は無 旅行代金の

連絡不参加の場合 １００％以 連絡不参加の場合 １００％以

内 内

（二）貸切航空機を利用する受注型企画旅 （二）貸切航空機を利用する受注型企画旅

行契約 行契約

イ ロからホまでに掲げる場 企画料金に イ ロからホまでに掲げる場 企画料金に

合以外の場合（当社が契約 相当する金 合以外の場合（当社が契約 相当する金

書面において企画料金の金 額 書面において企画料金の金 額

額を明示した場合に限 額を明示した場合に限

る。） る。）

ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ロ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって９０日 ２０％以内 算してさかのぼって９０日 ２０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ハからホまでに掲 る場合（ハからホまでに掲

げる場合を除く。） げる場合を除く。）

ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ハ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって３０日 ５０％以内 算してさかのぼって３０日 ５０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ニ及びホに掲げる る場合（ニ及びホに掲げる

場合を除く。） 場合を除く。）

ニ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ニ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって２０日 ８０％以内 算してさかのぼって２０日 ８０％以内

目に当たる日以降に解除す 目に当たる日以降に解除す

る場合（ホに掲げる場合を る場合（ホに掲げる場合を

除く。） 除く。）
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ホ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の ホ 旅行開始日の前日から起 旅行代金の

算してさかのぼって３日目 １００％以 算してさかのぼって３日目 １００％以

に当たる日以降の解除又は 内 に当たる日以降の解除又は 内

無連絡不参加の場合 無連絡不参加の場合

（三）本邦出国時及び帰国時 当該船舶に （三）本邦出国時及び帰国時 当該船舶に

に船舶を利用する受注型 係る取消料 に船舶を利用する受注型 係る取消料

企画旅行契約 の規定によ 企画旅行契約 の規定によ

ります。 ります。

備考（一）取消料の金額は、契約書面に明 備考 取消料の金額は、契約書面に明示し

示します。 ます。

（二）本表の適用に当たって「旅行開

始後」とは、別紙特別補償規程第

二条第三項に規定する「サービス

の提供を受けることを開始した

時」以降をいいます。
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改正後の特別補償規程 現行の特別補償規程

別紙 別紙

特別補償規程 特別補償規程

（用語の定義） （用語の定義）

第二条 この規程において「企画旅行」とは、 第二条 この規程において「企画旅行」とは、

標準旅行業約款募集型企画旅行契約の部第二 標準旅行業約款募集型企画旅行契約の部第二

条第一項及び受注型企画旅行契約の部第二条 条第一項及び受注型企画旅行契約の部第二条

第一項に定めるものをいいます。 第一項に定めるものをいいます。

２ この規程において「企画旅行参加中」と ２ この規程において「企画旅行参加中」と

は、旅行者が企画旅行に参加する目的をもっ は、旅行者が企画旅行に参加する目的をもっ

て当社があらかじめ手配した乗車券類等によ て当社があらかじめ手配した乗車券類等によ

って提供される当該企画旅行日程に定める最 って提供される当該企画旅行日程に定める最

初の運送・宿泊機関等のサービスの提供を受 初の運送・宿泊機関等のサービスの提供を受

けることを開始した時から最後の運送・宿泊 けることを開始した時から最後の運送・宿泊

機関等のサービスの提供を受けることを完了 機関等のサービスの提供を受けることを完了

した時までの期間をいいます。ただし、旅行 した時までの期間をいいます。ただし、旅行

者があらかじめ定められた企画旅行の行程か 者があらかじめ定められた企画旅行の行程か

ら離脱する場合において、離脱及び復帰の予 ら離脱する場合において、離脱及び復帰の予

定日時をあらかじめ当社に届け出ていたとき 定日時をあらかじめ当社に届け出ていたとき

は、離脱の時から復帰の予定の時までの間は は、離脱の時から復帰の予定の時までの間は

「企画旅行参加中」とし、また、旅行者が離 「企画旅行参加中」とし、また、旅行者が離

脱及び復帰の予定日時をあらかじめ当社に届 脱及び復帰の予定日時をあらかじめ当社に届

け出ることなく離脱したとき又は復帰の予定 け出ることなく離脱したとき又は復帰の予定

なく離脱したときは、その離脱の時から復帰 なく離脱したときは、その離脱の時から復帰

の時までの間又はその離脱した時から後は の時までの間又はその離脱した時から後は

「企画旅行参加中」とはいたしません。ま 「企画旅行参加中」とはいたしません。ま

た、当該企画旅行日程に、旅行者が当社の手 た、当該企画旅行日程に、旅行者が当社の手

配に係る運送・宿泊機関等のサービスの提供 配に係る運送・宿泊機関等のサービスの提供

を一切受けない日（旅行地の標準時によりま を一切受けない日（旅行地の標準時によりま

す。）が定められている場合において、その す。）が定められている場合において、その

旨及び当該日に生じた事故によって旅行者が 旨及び当該日に生じた事故によって旅行者が

被った損害に対しこの規程による補償金及び 被った損害に対しこの規程による補償金及び

見舞金の支払いが行われない旨を契約書面に 見舞金の支払いが行われない旨を契約書面に

明示したときは、当該日は「企画旅行参加 明示したときは、当該日は「企画旅行参加

中」とはいたしません。 中」とはいたしません。

３ 前項の「サービスの提供を受けることを開 ３ 前項の「サービスの提供を受けることを開

始した時」とは、次の各号のいずれかの時を 始した時」とは、次の各号のいずれかの時を

いいます。 いいます。

一 添乗員、当社の使用人又は代理人が受付 一 添乗員、当社の使用人又は代理人が受付

を行う場合は、その受付完了時 を行う場合は、その受付完了時

二 前号の受付が行われない場合において、 二 前号の受付が行われない場合において、

最初の運送・宿泊機関等が、 最初の運送・宿泊機関等が、

イ 航空機であるときは、乗客のみが入場 イ 航空機であるときは、搭乗手続の完了

できる飛行場構内における手荷物の検査 時

等の完了時

ロ 船舶であるときは、乗船手続の完了時 ロ 船舶であるときは、乗船手続の完了時

ハ 鉄道であるときは、改札の終了時又 ハ 鉄道であるときは、改札の終了時又

は改札のないときは当該列車乗車時 は改札のないときは当該列車乗車時

ニ 車両であるときは、乗車時 ニ 車両であるときは、乗車時

ホ 宿泊機関であるときは、当該施設への ホ 宿泊機関であるときは、当該施設への

入場時 入場時

ヘ 宿泊機関以外の施設であるときは、当 ヘ 宿泊機関以外の施設であるときは、当

該施設の利用手続終了時とします。 該施設の利用手続終了時とします。

４ 第二項の「サービスの提供を受けることを ４ 第二項の「サービスの提供を受けることを
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完了した時」とは、次の各号のいずれかの時 完了した時」とは、次の各号のいずれかの時

をいいます。 をいいます。

一 添乗員、当社の使用人又は代理人が解散 一 添乗員、当社の使用人又は代理人が解散

を告げる場合は、その告げた時 を告げる場合は、その告げた時

二 前号の解散の告知が行われない場合にお 二 前号の解散の告知が行われない場合にお

いて、最後の運送・宿泊機関等が、 いて、最後の運送・宿泊機関等が、

イ 航空機であるときは、乗客のみが入場 イ 航空機であるときは、乗客のみが入場

できる飛行場構内からの退場時 できる飛行場構内からの退場時

ロ 船舶であるときは、下船時 ロ 船舶であるときは、下船時

ハ 鉄道であるときは、改札終了時又は改 ハ 鉄道であるときは、改札終了時又は改

札のないときは当該列車降車時 札のないときは当該列車降車時

ニ 車両であるときは、降車時 ニ 車両であるときは、降車時

ホ 宿泊機関であるときは、当該施設から ホ 宿泊機関であるときは、当該施設から

の退場時 の退場時

ヘ 宿泊機関以外の施設であるときは、当 ヘ 宿泊機関以外の施設であるときは、当

該施設からの退場時とします。 該施設からの退場時とします。

（補償金等を支払わない場合－その四）

第五条の二 当社は、旅行者又は死亡補償金を

受け取るべき者が次の各号に掲げるいずれか

に該当する事由がある場合には、補償金等を

支払わないことがあります。ただし、その者

が死亡補償金の一部の受取人である場合に

は、他の者が受け取るべき金額については、

この限りではありません。

一 暴力団、暴力団員、暴力団準構成員、暴

力団関係企業その他の反社会的勢力（以下

「反社会的勢力」といいます。）に該当す

ると認められること。

二 反社会的勢力に対して資金等を提供し、

又は便宜を供与する等の関与をしていると

認められること。

三 反社会的勢力を不当に利用していると認

められること。

四 その他反社会的勢力と社会的に非難され

るべき関係を有していると認められるこ

と。

（損害補償金を支払わない場合－その一） （損害補償金を支払わない場合）

第十七条 当社は、次の各号に掲げる事由によ 第十七条 当社は、次の各号に掲げる事由によ

って生じた損害に対しては、損害補償金を支 って生じた損害に対しては、損害補償金を支

払いません。 払いません。

一 旅行者の故意。ただし、当該旅行者以外 一 旅行者の故意。ただし、当該旅行者以外

の者が被った損害については、この限りで の者が被った損害については、この限りで

はありません。 はありません。

二 旅行者と世帯を同じくする親族の故意。 二 旅行者と世帯を同じくする親族の故意。

ただし、旅行者に損害補償金を受け取らせ ただし、旅行者に損害補償金を受け取らせ

る目的でなかった場合は、この限りではあ る目的でなかった場合は、この限りではあ

りません。 りません。

三 旅行者の自殺行為、犯罪行為又は闘争行 三 旅行者の自殺行為、犯罪行為又は闘争行

為。ただし、当該旅行者以外の者が被った 為。ただし、当該旅行者以外の者が被った

損害については、この限りではありませ 損害については、この限りではありませ

ん。 ん。

四 旅行者が法令に定められた運転資格を持 四 旅行者が法令に定められた運転資格を持

たないで、又は酒に酔って正常な運転がで たないで、又は酒に酔って正常な運転がで

きないおそれがある状態で自動車又は原動 きないおそれがある状態で自動車又は原動

機付自転車を運転している間に生じた事 機付自転車を運転している間に生じた事
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故。ただし、当該旅行者以外の者が被った 故。ただし、当該旅行者以外の者が被った

損害については、この限りではありませ 損害については、この限りではありませ

ん。 ん。

五 旅行者が故意に法令に違反する行為を行 五 旅行者が故意に法令に違反する行為を行

い、又は法令に違反するサービスの提供を い、又は法令に違反するサービスの提供を

受けている間に生じた事故。ただし、当該 受けている間に生じた事故。ただし、当該

旅行者以外の者が被った損害については、 旅行者以外の者が被った損害については、

この限りではありません。 この限りではありません。

六 差押え、徴発、没収、破壊等国又は公共 六 差押え、徴発、没収、破壊等国又は公共

団体の公権力の行使。ただし、火災消防又 団体の公権力の行使。ただし、火災消防又

は避難に必要な処置としてなされた場合を は避難に必要な処置としてなされた場合を

除きます。 除きます。

七 補償対象品の瑕疵。ただし、旅行者又は 七 補償対象品の瑕疵。ただし、旅行者又は

これに代わって補償対象品を管理する者が これに代わって補償対象品を管理する者が

相当の注意をもってしても発見し得なかっ 相当の注意をもってしても発見し得なかっ

た瑕疵を除きます。 た瑕疵を除きます。

八 補償対象品の自然の消耗、さび、かび、 八 補償対象品の自然の消耗、さび、かび、

変色、ねずみ食い、虫食い等 変色、ねずみ食い、虫食い等

九 単なる外観の損傷であって補償対象品の 九 単なる外観の損傷であって補償対象品の

機能に支障をきたさない損害 機能に支障をきたさない損害

十 補償対象品である液体の流出。ただし、 十 補償対象品である液体の流出。ただし、

その結果として他の補償対象品に生じた損 その結果として他の補償対象品に生じた損

害については、この限りではありません。 害については、この限りではありません。

十一 補償対象品の置き忘れ又は紛失 十一 補償対象品の置き忘れ又は紛失

十二 第三条第一項第九号から第十二号まで 十二 第三条第一項第九号から第十二号まで

に掲げる事由 に掲げる事由

２ 当社は、国内旅行を目的とする企画旅行の ２ 当社は、国内旅行を目的とする企画旅行の

場合においては、前項に定めるほか、次の各 場合においては、前項に定めるほか、次の各

号に掲げる事由によって生じた損害に対して 号に掲げる事由によって生じた損害に対して

も、損害補償金を支払いません。 も、損害補償金を支払いません。

一 地震、噴火又は津波 一 地震、噴火又は津波

二 前号の事由に随伴して生じた事故又はこ 二 前号の事由に随伴して生じた事故又はこ

れらに伴う秩序の混乱に基づいて生じた事 れらに伴う秩序の混乱に基づいて生じた事

故 故

（損害補償金を支払わない場合－その二）

第十七条の二 当社は、旅行者が次の各号に掲

げるいずれかに該当する事由がある場合に

は、損害補償金を支払わないことがありま

す。

一 反社会的勢力に該当すると認められるこ

と。

二 反社会的勢力に対して資金等を提供し、

又は便宜を供与する等の関与をしていると

認められること。

三 反社会的勢力を不当に利用していると認

められること。

四 法人である場合において、反社会的勢力

がその法人を支配し、又はその法人の経営

に実質的に関与していると認められるこ

と。

五 その他反社会的勢力と社会的に非難され

るべき関係を有していると認められるこ

と。
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改正後の手配旅行契約約款 現行の手配旅行契約約款

手配旅行契約の部 手配旅行契約の部

（契約締結の拒否） （契約締結の拒否）

第六条 当社は、次に掲げる場合において、手 第六条 当社は、次に掲げる場合において、手

配旅行契約の締結に応じないことがありま 配旅行契約の締結に応じないことがありま

す。 す。

一 通信契約を締結しようとする場合であっ 一 当社の業務上の都合があるとき。

て、旅行者の有するクレジットカードが無 二 通信契約を締結しようとする場合であっ

効である等、旅行者が旅行代金等に係る債 て、旅行者の有するクレジットカードが無

務の一部又は全部を提携会社のカード会員 効である等、旅行者が旅行代金等に係る債

規約に従って決済できないとき。 務の一部又は全部を提携会社のカード会員

二 旅行者が、暴力団員、暴力団準構成員、 規約に従って決済できないとき。

暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋

等その他の反社会的勢力であると認められ

るとき。

三 旅行者が、当社に対して暴力的な要求行

為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的

な言動若しくは暴力を用いる行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

四 旅行者が、風説を流布し、偽計を用い若

しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若

しくは当社の業務を妨害する行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

五 その他当社の業務上の都合があるとき。

（旅行者の責に帰すべき事由による解除） （旅行者の責に帰すべき事由による解除）

第十四条 当社は、次に掲げる場合において、 第十四条 当社は、次に掲げる場合において、

手配旅行契約を解除することがあります。 手配旅行契約を解除することがあります。

一 旅行者が所定の期日までに旅行代金を支 一 旅行者が所定の期日までに旅行代金を支

払わないとき。 払わないとき。

二 通信契約を締結した場合であって、旅行 二 通信契約を締結した場合であって、旅行

者の有するクレジットカードが無効になる 者の有するクレジットカードが無効になる

等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部 等、旅行者が旅行代金等に係る債務の一部

又は全部を提携会社のカード会員規約に従 又は全部を提携会社のカード会員規約に従

って決済できなくなったとき。 って決済できなくなったとき。

三 旅行者が第六条第二号から第四号までの

いずれかに該当することが判明したとき。

２ 前項の規定に基づいて手配旅行契約が解除 ２ 前項の規定に基づいて手配旅行契約が解除

されたときは、旅行者は、いまだ提供を受け されたときは、旅行者は、いまだ提供を受け

ていない旅行サービスに係る取消料、違約料 ていない旅行サービスに係る取消料、違約料

その他の運送・宿泊機関等に対して既に支払 その他の運送・宿泊機関等に対して既に支払

い、又はこれから支払わなければならない費 い、又はこれから支払わなければならない費

用を負担するほか、当社に対し、当社所定の 用を負担するほか、当社に対し、当社所定の

取消手続料金及び当社が得るはずであった取 取消手続料金及び当社が得るはずであった取

扱料金を支払わなければなりません。 扱料金を支払わなければなりません。
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改正後の渡航手続代行契約約款 現行の渡航手続代行契約約款

渡航手続代行契約の部 渡航手続代行契約の部

（契約の成立） （契約の成立）

第四条 当社と渡航手続代行契約を締結しよう 第四条 当社と渡航手続代行契約を締結しよう

とする旅行者は、当社所定の申込書に所定の とする旅行者は、当社所定の申込書に所定の

事項を記入の上、当社に提出しなければなり 事項を記入の上、当社に提出しなければなり

ません。 ません。

２ 渡航手続代行契約は、当社が契約の締結を ２ 渡航手続代行契約は、当社が契約の締結を

承諾し、前項の申込書を受理した時に成立す 承諾し、前項の申込書を受理した時に成立す

るものとします。 るものとします。

３ 当社は、前二項の規定にかかわらず、申込 ３ 当社は、前二項の規定にかかわらず、申込

書の提出を受けることなく電話、郵便、ファ 書の提出を受けることなく電話、郵便、ファ

クシミリその他の通信手段による渡航手続代 クシミリその他の通信手段による渡航手続代

行契約の申込みを受け付けることがありま 行契約の申込みを受け付けることがありま

す。この場合において、渡航手続代行契約 す。この場合において、渡航手続代行契約

は、当社が契約の締結を承諾した時に成立す は、当社が契約の締結を承諾した時に成立す

るものとします。 るものとします。

４ 当社は、次に掲げる場合において、渡航手 ４ 当社は、業務上の都合があるときは、渡航

続代行契約の締結に応じないことがありま 手続代行契約の締結に応じないことがありま

す。 す。

一 旅行者が、暴力団員、暴力団準構成員、

暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋

等その他の反社会的勢力であると認められ

るとき。

二 旅行者が、当社に対して暴力的な要求行

為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的

な言動若しくは暴力を用いる行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

三 旅行者が、風説を流布し、偽計を用い若

しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若

しくは当社の業務を妨害する行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

四 その他当社の業務上の都合があるとき。

５ 当社は、渡航手続代行契約の成立後速やか ５ 当社は、渡航手続代行契約の成立後速やか

に、旅行者に、当該渡航手続代行契約により に、旅行者に、当該渡航手続代行契約により

引き受けた代行業務（以下「受託業務」とい 引き受けた代行業務（以下「受託業務」とい

います。）の内容、渡航手続代行料金の額、 います。）の内容、渡航手続代行料金の額、

その収受の方法、当社の責任その他必要な事 その収受の方法、当社の責任その他必要な事

項を記載した書面を交付します。 項を記載した書面を交付します。

６ 当社は、あらかじめ旅行者の承諾を得て、 ６ 当社は、あらかじめ旅行者の承諾を得て、

前項の書面の交付に代えて、情報通信の技術 前項の書面の交付に代えて、情報通信の技術

を利用する方法により当該書面に記載すべき を利用する方法により当該書面に記載すべき

事項（以下この条において「記載事項」とい 事項（以下この条において「記載事項」とい

います。）を提供したときは、旅行者の使用 います。）を提供したときは、旅行者の使用

する通信機器に備えられたファイルに記載事 する通信機器に備えられたファイルに記載事

項が記録されたことを確認します。 項が記録されたことを確認します。

７ 前項の場合において、旅行者の使用に係る ７ 前項の場合において、旅行者の使用に係る

通信機器に記載事項を記録するためのファイ 通信機器に記載事項を記録するためのファイ

ルが備えられていないときは、当社の使用す ルが備えられていないときは、当社の使用す

る通信機器に備えられたファイル（専ら当該 る通信機器に備えられたファイル（専ら当該

旅行者の用に供するものに限ります。）に記 旅行者の用に供するものに限ります。）に記

載事項を記録し、旅行者が記載事項を閲覧し 載事項を記録し、旅行者が記載事項を閲覧し

たことを確認します。 たことを確認します。
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（契約の解除） （契約の解除）

第七条 旅行者は、いつでも渡航手続代行契約 第七条 旅行者は、いつでも渡航手続代行契約

の全部又は一部を解除することができます。 の全部又は一部を解除することができます。

２ 当社は、次に掲げる場合において、渡航手 ２ 当社は、次に掲げる場合において、渡航手

続代行契約を解除することがあります。 続代行契約を解除することがあります。

一 旅行者が、所定の期日までに渡航手続書 一 旅行者が、所定の期日までに渡航手続書

類等を提出しないとき。 類等を提出しないとき。

二 当社が、旅行者から提出された渡航手続 二 当社が、旅行者から提出された渡航手続

書類等に不備があると認めたとき。 書類等に不備があると認めたとき。

三 旅行者が、渡航手続代行料金、査証料等 三 旅行者が、渡航手続代行料金、査証料等

又は前条第四項の費用を所定の期日までに 又は前条第四項の費用を所定の期日までに

支払わないとき。 支払わないとき。

四 旅行者が第四条第四項第一号から第三号

までのいずれかに該当することが判明した

とき。

五 第三条第一号の代行業務を引き受けた場 四 第三条第一号の代行業務を引き受けた場

合において、旅行者が、当社の責に帰すべ 合において、旅行者が、当社の責に帰すべ

き事由によらず、旅券、査証又は再入国許 き事由によらず、旅券、査証又は再入国許

可（以下「旅券等」といいます。）を取得 可（以下「旅券等」といいます。）を取得

できないおそれが極めて大きいと当社が認 できないおそれが極めて大きいと当社が認

めるとき。 めるとき。

３ 前二項の規定に基づいて渡航手続代行契約 ３ 前二項の規定に基づいて渡航手続代行契約

が解除されたときは、旅行者は、既に支払っ が解除されたときは、旅行者は、既に支払っ

た査証料等及び前条第四項の費用を負担する た査証料等及び前条第四項の費用を負担する

ほか、当社に対し、当社が既に行った受託業 ほか、当社に対し、当社が既に行った受託業

務に係る渡航手続代行料金を支払わなければ 務に係る渡航手続代行料金を支払わなければ

なりません。 なりません。
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改正後の旅行相談契約約款 現行の旅行相談契約約款

旅行相談契約の部 旅行相談契約の部

（契約の成立） （契約の成立）

第三条 当社と旅行相談契約を締結しようとす 第三条 当社と旅行相談契約を締結しようとす

る旅行者は、所定の事項を記入した申込書を る旅行者は、所定の事項を記入した申込書を

当社に提出しなければなりません。 当社に提出しなければなりません。

２ 旅行相談契約は、当社が契約の締結を承諾 ２ 旅行相談契約は、当社が契約の締結を承諾

し、前項の申込書を受理した時に成立するも し、前項の申込書を受理した時に成立するも

のとします。 のとします。

３ 当社は、前二項の規定にかかわらず、申込 ３ 当社は、前二項の規定にかかわらず、申込

書の提出を受けることなく電話、郵便、ファ 書の提出を受けることなく電話、郵便、ファ

クシミリその他の通信手段による旅行相談契 クシミリその他の通信手段による旅行相談契

約の申込みを受け付けることがあります。こ 約の申込みを受け付けることがあります。こ

の場合において、旅行相談契約は、当社が契 の場合において、旅行相談契約は、当社が契

約の締結を承諾した時に成立するものとしま 約の締結を承諾した時に成立するものとしま

す。 す。

４ 当社は、次に掲げる場合において、旅行相 ４ 当社は、業務上の都合があるとき又は旅行

談契約の締結に応じないことがあります。 者の相談内容が公序良俗に反し、若しくは旅

一 旅行者の相談内容が公序良俗に反し、若 行地において施行されている法令に違反する

しくは旅行地において施行されている法令 おそれがあるものであるときは、旅行相談契

に違反するおそれがあるものであるとき。 約の締結に応じないことがあります。

二 旅行者が、暴力団員、暴力団準構成員、

暴力団関係者、暴力団関係企業又は総会屋

等その他の反社会的勢力であると認められ

るとき。

三 旅行者が、当社に対して暴力的な要求行

為、不当な要求行為、取引に関して脅迫的

な言動若しくは暴力を用いる行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

四 旅行者が、風説を流布し、偽計を用い若

しくは威力を用いて当社の信用を毀損し若

しくは当社の業務を妨害する行為又はこれ

らに準ずる行為を行ったとき。

五 その他当社の業務上の都合があるとき。

（契約の解除）

第五条 当社は、旅行者が第三条第四項第二号

から第四号までのいずれかに該当することが

判明したときは、旅行相談契約を解除するこ

とがあります。

（当社の責任） （当社の責任）

第六条 当社は、旅行相談契約の履行に当たっ 第五条 当社は、旅行相談契約の履行に当たっ

て、当社が故意又は過失により旅行者に損害 て、当社が故意又は過失により旅行者に損害

を与えたときは、その損害を賠償する責に任 を与えたときは、その損害を賠償する責に任

じます。ただし、損害発生の翌日から起算し じます。ただし、損害発生の翌日から起算し

て六月以内に当社に対して通知があったとき て六月以内に当社に対して通知があったとき

に限ります。 に限ります。

２ 当社は、当社が作成した旅行の計画に記載 ２ 当社は、当社が作成した旅行の計画に記載

した運送・宿泊機関等について、実際に手配 した運送・宿泊機関等について、実際に手配

が可能であることを保証するものではありま が可能であることを保証するものではありま

せん。したがって、満員等の事由により、運 せん。したがって、満員等の事由により、運

送・宿泊機関等との間で当該機関が提供する 送・宿泊機関等との間で当該機関が提供する

運送、宿泊その他の旅行に関するサービスの 運送、宿泊その他の旅行に関するサービスの
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提供をする契約を締結できなかったとして 提供をする契約を締結できなかったとして

も、当社はその責任を負うものではありませ も、当社はその責任を負うものではありませ

ん。 ん。


